
頼まれるよりあなたが選ベ

“義理人情

選挙のときは

忘れよう"

投   票   所
●第 1投票 所  相内小学校 (相内・桂川 )
●第 2投 票 所  太田小学校 (太田 )
●第 J投票所  脇元公民館 (脇元・磯松 )
●第 4投 票所  十二小学校 (十三)

こんな腐

敗 した政治。

信用ので きない

政治家だから投票

す る気 になれない。

信用で きないか らこ

そ信用で きる人 を出すた

めに棄権 してはな らない。

自分の生活 にほん とうに責

任 を感 じるなら、生活は直接政

治に結 びついているのだから選挙

に強い関心 をもたなければならない。

棄権 もひとつの意志表示であるかも

しれないが、そんな、否定的 な態度では

政治はいつ までたつてもよ くならないとお

もう。

投票日は12月 5日

午前 7時～午後 6時

衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官の国民

民審査の投票が12月 5日 (日 )行われます。

こんどの衆議院議員総選挙は外交、内政など

の政治課題をかかえ、70年代後半の日本のあり

方について、国民がどのように選択をするかと

いう点でたいへん重要な意義があります。

私たちの一票一票によつて、国の政治の方向

がきまるのです。

私たちののぞむよい政治が行われるよう、候

補者の演説会や、テレビ
0ラ ジオの政見放送を

聞いたり、家庭へ配布される選挙公報をよく読

んで信頼できる立派な人を選びましょう。

●
衆
議
院
議
員
総
選
挙

・
最
高
裁
国
民
審
査
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②

粒ぞろい 市涸牢
十
月
十
四
日
、
東
京
芝
浦
市
場
に
上
場
さ
れ
た

「市
浦
牛
」
九
頭
の
う
ち

三
頭
が
最
高
の
特
選
に
格
付
け
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
に
つ
づ
き

三
年
連
続
の
快
挙
で
す
。

三
年
連
続

″特
選
肉
″
を
出
し
た
市
浦

牛

（実
取
放
牧
場
で
）

一
頭
平
均
八
十

一
万
円

市
浦
の
牛
は
外
観
は
パ
ッ
と

し
な
い
が
割
っ
て
み
る
と
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
の
良
質
の
肉
と

あ
っ
て
、
市
場
関
係
者
も
首
を

か
し
げ
る
ほ
ど
の
出
来
ば
え
。

一
頭
平
均
八
十

一
万
円
の
値
が

つ
き
、
飼
育
農
家
の
人
た
ち
も

規
模
の
拡
大
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
す
。

上
場
の
比
率
９０
パ
‐
セ
ン
ト

芝
浦
市
場
に
送
ら
れ
た
九
頭

は
、
う
ち
二
頭
が
全
畜
連
肉
用

牛
枝
肉
共
進
会
に
出
口嬰

全
国

の
百
五
十
頭
中
、
特
選
と
上
に

ラ
ン
ク
さ
れ
た
ほ
か
、
善
通
出

荷
の
七
頭
も
特
選
二
、
極
上
二
、

上

一
、
中

一
ド
に
格
付
け
さ
れ
、

上
物
の
比
率
が
約
九
〇
％
ど
飛

び
技
け
て
い
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
の
牛
は
９５
万
円

九
頭
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
生

今
年
は
全
県
的
に
冷

害
に
見
舞
わ
れ
、
本
村

で
も
そ
の
打
撃
を
ま
と

も
に
受
け
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
中
で
、
冷
害
を

み
ご
と
に
克
服
、
十
月

二
十
七
日
に
市
浦
村
農

協
で
行
わ
れ
た
産
米
検

査
で
、
七
十
九
俵
の
二

等
米
を
産
出
し
た
農
家

が
お
り
、
村
の
明
る
い

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
等
米
を
産
出
し
た
の
は
相

内
の
柏
谷

一
郎
さ
ん

⌒“
）
で

す
。
柏
谷
さ
ん
の
話
に
よ
る
と

品
種
は
早
生
種

「
シ
モ
キ
タ
」

で
苗
は
畑
苗
代
で
育
成
、
五
月

二
十
日
に
手
植
え
し
た
も
の
で
、

八
月
十
日
ご
ろ
出
穂
、
十
月
八

日
ま
で
に
刈
り
取
り
し
自
然
乾

燥
し
た
も
の
で
す
。

検
査
で
は
二
等
米
基
準
の
完

熟
粒
八
〇
％
を
上
回
り
、
八
三

％
と
判
定
さ
れ
、
多
少
、
未
熱

粒
の
混
入
が
み
ら
れ
た
も
の
の

光
沢
、
重
量
、
被
害
粒
の
度
合

い
か
ら
上
質
米
と
し
て
申
し
分

な
い
と
い
う
。
柏
谷
さ
ん
は
水

田
約

一
・
七
ハ
ー
″
を
耕
作
、
耐

冷
品
種
の
シ
モ
キ
タ
を

一
。
三

外
―
″
、
ム
ツ
ホ
ナ
ミ
〇

・
四
外

腸
を
作
付
け
、
毎
年
十
ア
ー
ル
九

俵
を
生
産
し
て
い
る
と
い
う
。

所
有
し
て
い
る
水
田
は
比
較

的

″ヤ
マ
セ
″
の
当
ら
な
い
同

地
区
の
山
側
に
面
し
て
い
ま
す

が
、
湿
田
で
あ
ま
り
よ
い
所
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
は
ム
ツ

ホ
ナ
ミ
が
多
収
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
年
も
シ
モ
キ
タ

を
多
く
作
付
け
、
予
定
の
百
九

俵
産
出
の
う
ち
七
割
が
二
等
米

で
し
た
。

ま
た
柏
谷
さ
ん
は
、
米
づ
く

り
の

″
コ
ツ
″
に
こ
れ
と
い
っ

た
技
術
を
施
し
て
い
な
い
と
い

っ
て
お
り
ま
す
が
、
耐
冷
品
種

を
主
流
と
し
て
多
収
よ
り
確
収

が
稲
作
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と

い
っ
て
い
ま
す
。

―
製
肖
―

体
重
が
最
高
六
百
七
十
キ
ロ
、

最
低
五
百
二
十
キ
ロ
、
枝
肉
重

量
が
同
じ
く
四
百
四
十
～
三
百

四
十
六
キ
ロ
で
歩
留
ま
り
の
平

均
が
六
六
％
で
し
た
。
な
か
で

も
脇
元
の
中
山
長
松
さ
ん
所
有

の
牛
が
キ
ロ
当
た
り
二
千
四
百

一
円
で
し
め
て
九
十
五
万
円
余

で
取
引
き
さ
れ
た
の
を
ト
ッ
タ

に
、
平
均
八
十

一
万
三
千
三
百

二
十
円
の
高
値
が
つ
き
ま
し
た
ｏ

市
浦
牛
は
外
観
そ
の
も
の
は

さ
っ
ば
り
見
栄
え
せ
ず
、
専
門

家
が
判
定
し
て
も
並
か
せ
い
ぜ

い
上
ど
ま
り
。
と
こ
ろ
が
割
っ

て
み
る
と
皮
下
脂
肪
は
薄
く
、

肉
質
の
パ
ラ
ン
ス
が
よ
く
抜
群

だ
と
い
う
。

自
然
の
ま
ま
で
飼
育
を

下
沢
畜
政
係
長
も

「肥
育
期

間
は
二
十
七
～
二
十
二
カ
月
。

若
令
肥
育
を
少
し
延
ば
し
た
て

い
ど
で
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な

飼
い
方
を
し
て
い
な
い
。
む
し

ろ
放
任
主
義
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

だ
。
コ
ツ
と
い
え
ば
、
自
然
の

ま
ま
牛
に
無
理
を
か
け
な
い
こ

と
と
、
運
動
、
そ
れ
に
エ
サ
の

配
合
、
与
え
る
時
期
…
と
い
っ

た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
自
信
の
ほ
ど
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
ｏ

晏

憂
拠
が
等
管



相内高校裏の松林

④

伝
染
病
の
発
生
を
招
く
ゴ
ミ
の
堆
積

金
木
高
校
相
内
分
校
の
裏
手

に
こ
ん
も
り
と
し
た
松
林
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
は
官
行
造
林
地

（土
地
は
財
産
区
、

松
は
営
林
署
）
で
す

が
、
道
端
の
林
は
い

ち
め
ん
ゴ
ミ
に
覆
わ

れ
、
寒
さ
に
向
う
こ

の
ご
ろ
で
も
附
近

一

帯
は
悪
臭
が
漂
っ
て

い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
種
類
も
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど

の
廃
棄
物
を
は
じ
め
、

腐
っ
た
大
量
の
漬
物

や
残
飯
、
汚
物
等
が
山
積
し
、

燃
え
る
ゴ
ミ
も
各
所
に
散
ら
ば

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
民
家
か
ら
大
分
離
れ

て
は
い
ま
す
が
、
畑
や
牧
場
へ

の
道
が
あ
り
、
通
り
が
か
り
の

人
た
ち
は
み
ん
な
顔
を
そ
む
け
、

悪
臭
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
通

り
過
ぎ
ま
す
。

畑
へ
行
く
た
め
春
か
ら
秋
ま

で
そ
こ
を
通
り
道
に
し
て
い
る

主
婦
の
Ｍ
子
さ
ん

⌒３６
）
は

「

と
に
か
く
悪
臭
が
強
く
、
力
や

ハ
エ
が
無
気
味
な
ほ
ど
群
が
っ

て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は

な
い
の
で
す
か
ら
、
不
法
投
げ

捨
て
は
や
め
て
ほ
し
い
」
と
い

っ
て
お
り
、
農
業
Ｋ
さ
ん

（
５８
）

は

「
力
や
ハ
エ
の
住
み
家
と
な

る
の
は
誰
な
の
か
―
。
見
方
は

簡
単
、

「
近
く
の
人
た
ち
―
」

と
い
う
人
と

「車
で
運
ん
で
き

て
捨
て
る
の
で
は
―
」
の
二
通

り
。
い
ず
れ
に
し
て
も
不
法
投

棄
は
環
境
の
美
化
を
そ
こ
ね
る

ば
か
り
で
な
く
、
伝
染
病
の
発

生
源
に
な
る
の
で
や
め
て
ほ
し

い
も
の
。

散
歩
道
も
ふ
い
に
―

（相
内
）
鳴
海
金
次
郎
さ
ん

あ
の
松

林

一
帯
は

私
の
散
歩

道
で
し
た

が
、
ゴ
ミ

が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ん
の
気
な
し
に
ゴ
ミ
を
捨

て
る
の
で
し
ょ
う
が
、
多
く
の

人
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

週
二
回
の
収
集
で
余
っ
た
ゴ

ミ
は
、
め
ん
ど
う
で
も
村
営
の

ゴ
ミ
捨
て
場
へ
持
っ
て
い
く
べ

き
で
し
ょ
う
。

ハエが群がり不衛生きわまりないゴミ
の堆積

　̈　　　　　　　　　　　　【
近
く
清
掃
す
る
つ
も
り
…

民
生
課
長

三
上
常

一

一
部
心

汚
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
人

畜
に
も
っ
と
も
有
害
な
Ｐ
Ｃ
Ｂ

が
含
ま
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
な
ど

の
家
電
品
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い

る
と
あ
れ
ば
、
常
識
を
疑
わ
ぎ

る
を
得
ま
せ
ん
。
近
く
、
清
掃

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

基ノ
私
は
脇
元
に
生
れ
育
っ
た

一
主
婦
で
す
が
、
村
の
財
産

区
有
で
あ
る
松
林
等
を
勝
手

に
切
り
開
い
て
よ
い

の
か
お
聞
き
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

財
産
区
有
の
松
林

や
野
原
を
勝
手
に
切

り
開
き
、
き
の
こ
を

栽
培
し
た
り
、
牛
を

放
し
た
り
、
牛
小
屋

を
建
て
た
り
、
倉
庫

を
建
て
た
り
、
こ
ん

な
人
達
を
見
て
い
る

と
本
当
に
腹
が
立
ち

れ
ば
、
い
ず
れ
自
分
の
も
の

に
な
る
か
ら
、
と
か
安
い
価

格
で
入
手
で
き
る
か
ら
と
い

う
軽
い
考
え
で
、
ど

ん
ど
ん
切
り
開
い
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

貴
重
な
村
の
財
産

を
限
ら
れ
た

一
部
の

人
達
だ
け
が
こ
ん
な

の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
関
係
当
局
は
こ

の
よ
う
な
実
態
を
知

っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
知
っ
て
い
て

知
ら
ん
ふ
り
し
て
い

善
良
な
村
民
は
い
　
　
　
　
　
　
¨
る
の
か
。

つ
ま
で
た
っ
て
も
自
分
の
土
　
　
脇
元
財
産
区
管
理
会
の
責

地
さ
え
持
で
な
い
の
に
、
こ
　
任
あ
る
回
答
を
お
願
い
し
ま

う
い
う
人
達
は
使
用
し
て
い
　
す
。

財産区有地の使用でお尋ね

脇元 :―主爆 Y・ T子 (25歳 )



:00歳を記念 して行 われた記念式典

明治 9年  磯松村、脇元村二
カ村 をもって小学

校 を脇元村 に設 け

10年  1月 8日 開校始業
13年  磯松村 に一枚新設
し、脇元 よ り分離。

14年  校舎新築 (平屋建
54坪 )

19年 脇元小学校 を脇元
尋常小学校 と改称。

31年 校舎三階建 68坪新
築

39年 10月 小学校全焼 b
赤川 188番地の仮
校舎で授業。

42年 赤川 6番地 に小学
校新築。

(平屋木造n8坪 )
44年 磯松小学校廃校、
脇元小学校 に収容。

45年 屋内体操場 (37坪 )
新築

大正 13年  小学校 に高等科設
題E。

昭和 2年 創立50周 年記念
4,000坪のグランド

完成。すべて奉仕。

8年 講堂70坪ほか校舎
増改築。

16年  脇元国民学校 と改
称 。

22年 脇元小学校 と改称。
高等科 は新制中学

校 として独立。

25年 中学校新築校合 に
移転。

30年 市浦村立脇元小学
校 となる。

31年 創立80周年記念式
典 。

38年 校旗、校歌制定。
42年 創立90周年記念式

メヽ 。

46年 新校舎建築工事開
始 。

47年 新校舎新築移転 .
49年 校長住宅新築落成。
50年 事務主事配置され
る。

51年 ■月 3日 100周年
記念式典。

―
餃
あ

―

わ
め
で
と
う

十

一

脇
元
小
学
校
の
創
立
百
周
年

記
念
式
典
は
十

一
月
二
日
、
同

校
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

脇
元
小
学
校
は
明
治
九
年
、

磯
松
、
脇
元
両
村
で
設
置
、
翌

十
年

一
月
八
日
、
脇
元
村
赤
川

で
授
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
明

治
十
四
年
と
二
十

一
年
に
校
舎

を
新
築
し
ま
し
た
が
、
明
治
三

十
九
年
十
月
、
火
災
で
焼
失
。

そ
の
後
新
増
改
築
を
繰
り
返
し
、

昭
和
三
十
年
町
村
合
併
に
よ
り

市
浦
村
立
脇
元
小
学
校
と
な
り

四
十
七
年
、
総
事
業
費
七
千

三
百
万
円
で
新
校
舎
と
体
育
館

を
建
設
し
ま
し
た
が
、
事
業
生

星
一百
盛
大
に
記
念
式
典

郎
、
川
浪
正
克
、
根
上
久
司
、

井
沼
潤
之
助
、
古
川
健
造
、
野

呂
隆
昌

▽
永
年
動
続
職
員
＝
開
米
儀

子
、
工
藤
智
英
、
小
田
桐
京
、

工
藤
鉄
美
、
木
村
謙

一
、
近
藤

芳
夫
、
斉
藤
礼
、
石
田
栄
市
、

神
成
テ
ル
、
坂
本
幸
隆
、
加
藤

修
司
、
成
田
君
子
、
斉
藤
き
み
、

葛
西
た
よ

▽
歴
代
父
母
と
教
師
の
会
長

＝
葛
西
善
六
、
櫛
引
党
蔵
、
和

島
定
義
、
三
上
常

一
、
佐
藤
佐

吉
、
葛
西
敬
太
郎
、
工
藤
誠

一

郎
、
中
畑
藤
雄

▽
父
母
と
教
師
の
会
協
力
者

＝
高
橋
精

一
、
藤
田
礼
造
、
櫛

引

一
次
、
竹
谷
泰

一

▽
特
別
功
労
者
＝
黒
川
松
之

進
、
餃
谷
佐
之

一
、
北
川
章
司
、

山
田
正
伸
、　
一
戸
吾
郎

は
こ
れ
ま
で
二
千
五
百
人
を
数

え
、
地
域
発
展
の
礎
と
な
る
有

為
な
人
材
を
た
く
さ
ん
送
り
出

百
周
年
記
念
式
典
は
、
体
育

館
に
教
育
関
係
者
、
村
内
の
名

士
、
父
兄
、
事
業
生
、
児
童
ら

約
二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち

が
苦
心
し
て
作
っ
た
百
年
の
歩

み
の
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
、
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。

こ
の
後
野
呂
校
長
が

「
ひ
と

り
歩
き
の
出
来
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
強
調
、
櫛
引
党
蔵
協
賛

会
長
が
協
賛
事
業
と
し
て
四
百

六
十
万
円
の
予
算
を
か
け
①
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
設
置
②
滑
走
用
ス

キ
ー
備
え
付
け
③
裏
庭
整
備
と

教
材
園
造
成
④
百
周
年
記
念
発

行
⑤
記
念
碑
建
立
―
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
事
業
を
紹
介
し
ま

続

い
て
櫛
引
会
長
は
功
労
者

一
人

一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し

労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

一
　

　

　

表

彰

さ

れ

一

一
　

　

　

た

人

た

ち

一

▽
歴
代
校
長
＝
補
美
健
治
、

斉
藤
敏
勝
、
佐
藤
慶
治
、
佐
々

木
要

一
、
木
村
利
衛
、
近
村
重



わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度
で
は
、
国
民
年
金
を
は

じ
め
、
ど
の
制
度
で
も
、
老
齢
年
金

（共
済
組
合
で

は
退
職
年
金
）
を
受
け
る
た
め
に
は
、
二
十
年
ま
た

は
二
十
五
年
の
間
加
入
し
て
、
保
険
料
を
キ
チ
ン
と

納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、　
一
生
の
間
に
は
、
職
業
が
変
わ
る
こ
と

も
あ

っ
て
、　
一
つ
の
制
度
だ
け
で

一
定
の
期
間
、
保

険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
あ
い
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
移
り
変
っ
た
年
金
制

度
の
す
べ
て
の
期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
年
な
り
二
十

五
年
に
な
っ
て
い
れ
ば
、　
″通
算
老
齢
年
金
″

（共

済
組
合
で
は
通
算
退
職
年
金
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
の
有

利
を
持
例
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
国
民
年
金
係
ま
た
は

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「

易

⑤

「十
三
あ
け
ぼ
の
会
貯
金
部
」

（代
表
安
田
き
さ
さ
ん
）は
、
本

年
度
の
優
秀
な
郵
便
貯
金
団
体

と
し
て
郵
政
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
十
月
二
十
日
、
東

京
都
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
が
「十
三
あ
け
ぼ
の
会
」

は
東
北
代
表
と
し
て
、
安
田
き

さ
さ
ん
が
出
席
、
福
田
郵
政
大

臣
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

「あ
け
ぼ
の
会
貯
金
部
」
は
昭

和
三
十
四
年
四
月
に
結
成
。
貯

金
者
数
は
百
八
十
九
人
に
の
ぼ

∪
〓
粛
魔
つ
円
‐こ 在
弗
日
噺
瀬
胤
。

こ
れ
ま
で
郵
政
省
貯
金
局
長
表

彰
三
回
、
東
北
郵
政
局
長
表
彰

九
回
を
受
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
十
二
地
区
の
中
島
ス

ミ
エ
さ
ん
も
郵
便
貯
金
奨
励
功

績
者
と
し
て
郵
政
省
貯
金
局
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大もての寄贈文庫三つ

～十三小学校図書室～

県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
　
　
良
良
光
さ
ん

（３８
）
は
、
百
肝

会
は
、
九
月
二
十
六
日
県
営
陸
　
　
競
走
で
金
メ
ダ
ル
、
走
り
巾
跳

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
　

び
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
万
丈

本
村
か
ら
出
場
し
た
相
内
の
奈
　
　
の
気
を
吐
き
ま
し
た
。

十
三
小
学
校
　
　
株
式
会
社

（東
京
）
の
社
長
を

に
は
現
在
、
三
　
　
し
て
ぃ
る
白
河
源
之
助
さ
ん
が

つ
の
文
庫
が
あ
　
　
墓
参
の
と
き
贈
っ
た

「白
河
文

り
、
放
課
後
の
　
　
庫
」
、
十
三
郵
便
局
長
の
中
島

図
書
室
は
読
書
　
　
成
雄
さ
ん
が
こ
と
し
八
月
に
贈

す
る
児
童
た
ち
　
　
っ
た

「中
島
文
庫
」
の
二
つ
で

で
い
っ
ぱ
い
で
　
　
す
。

す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
文
庫
は
、
白
河
さ
ん
と

こ
の
文
庫
は
、
　
中
島
さ
ん
が
共
に

「子
ど
も
た

高
橋
信
男
さ
ん
　
　
ち
の
勉
強
に
役
立
て
て
く
だ
さ

が
昨
年
贈
っ
た
　
　
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
し
た
十

「高
橋
文
庫
」
　
　
万
円
で
で
き
た
も
の
で
す
。

を
は
じ
め
、
同
　
　
　
葛
西
校
長
先
生
も

「読
書
す

校
卒
業
生
で
現
　
　
る
子
ど
も
た
ち
が
め
っ
き
り
増

在
、
日
装
工
業
　
　
．ぇ
ま
し
た
。」
と
大
喜
び
で
す
。

ス  来
ポ ニ年

↓1羅
大えの

倉Ξ含
出 2身
場  障
/  者
|  |

金、銀二つのメダルを胸に奈良さん

奈
良
さ
ん
は
大
会
後
も
毎
日

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
来
年
十
月
青

森
市
で
行
わ
れ
る
全
国
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
が
正

式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

奈
良
さ
ん
は
幼
少
の
こ
ろ
病

気
の
た
め
聴
力
を
失
い
ま
し
た

が
、
ス
ポ
ー
ツ
は
万
能
で
、
陸

上
競
技
の
ほ
か
、
野
球
、
バ
レ

ー
等
な
ん
で
も
こ
な
し
ま
す
。

百
層
は
競
走
は
自
己
の
最
高

記
録
が
十
二
秒
三
で
全
国
大
会

で
も
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
走
り
巾
跳
び
は
四
肩
八
〇

で
入
賞
に
は
あ
と

一
歩
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
奈
良
さ
ん
は
毎
日

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て



⑥

算のあらまし

※解消は本年度の財政運用にかかっており

ます。

予算書はいろいろな計画にもとずいて作

られた設計書だとすれば、決算はその完成

図ともいうべきものです。みなさんが納め

た税金がどのように使われ、それがどのよ

うな効果をもたらし、どこに欠かんがあっ

たかをみんなで考えてみましょう。

1人当り 8千 :35円

―
試
肖

―

村 税 収 入

―世帯当り3万 3千456円



⑦

市浦村診療所建設事業    90,888千 円
医師住宅  ″  ″     6,816千 円
草 地 開 発 事 業   100,280千円
村 道 改 良 舗 装 事 業    23,231千 円
漁 港 修 築 負 担 事 業    3,300千 円
脇元漁港給油施設事業    3,880千 円
消 防 施 設 整 備 事 業    4,120千 円
十三 グラン ド整備事業    1,960千 円
寄 宿 集 会 室建 設事 業    10,H2千 円
土木施 設災害復旧事業    18,747千 円
老 朽 溜 池 整 備 事 業    5,354千 円

一ヽ̈一̈一
鰺一群
蟻

」継一響
■地ヽ

昭和50年度決

9月 の定例村議会で、昭和50年度の決算が

認定されました。

50年度は前年度繰上充用金 2千953万円を
含む一般会計の運用で、極めて深刻な事態を

経過しましたが、徹底 した経費の節減等によ

り、実質収支では 2千206万8千円の黒字決算

を見ることができました。 しかし、累積赤字

はまだ、738万 3千円となっており、赤字の※

●
国
民
健
康
保
険
事
業

（事
業
勘
定

）

収

入
　
九

千

六

百

二

十

万

八
千
円

支
出

　
九
千

二
百
七
十

六
万

五
千
円

●

　

（直
診
勘
定

）

収

入
　

一
一　
千
　
九
　
百
　
七
万
円

支
出

　
九

千

四

百

十

万

一
千
円

●
肉

用
牛
肥
育
受

託
事
業

収

入
　

一
一千
四
百
八
十

七
万
九
千
円

支
出

　
五
千
五
百
三
十

五
万
九
千
円

●
簡
呂
水
道
事
業

収

入

　

一
千
六
百
八
十

六
万
三
千
円

支
出

　

一
千
六
百

八
十

六
万
三
千
円



③

間 昭和 45年 に父の死亡 によ り相続 してある

水田の 1部 を、今年農業委員会のあっせん を

受けて売却 しましたが、聞 くところでは、昭

和44年 1月 1日 以後 に取得 したもの を売却 し

たときには、短期譲渡所得 として特別控除 が

されないで税率 が40%と なっていると聞 きま

すが、私の場合 もあっせんによる特

TF[[[]:iI[i::|]: ]番

[Υ房最こ緯島鷲賓雰ii肇F藉彙 月斤

[:::i:::i111:::: 1]

解璽器窟謝雰蹴  つ
ために特別控除 (普通の場合 100万  ぃ

軍l鷺菫曇胃動まちユli て
同 じです。)

また、農業委員会のあっせん を受

けた場合の特別控除 (500万 円)は 短期譲渡

所得で も差引 くことになっております。

なお、おわか りにならない点 につ きまして

は、お気軽 にご相談 においで ください。

五所川原税務署

電話  5-3136

桂

川

　

木

村

草

花

秋

め

く

や

津

軽

の
富

士

の

軒

に

せ
ま

り

津

軽

野

へ
庭

つ
づ

き

な

る

月

見

草

枯

れ

急

ぐ

も

の

の
中

な

る
赤

の

ま

ま

桂

川

　

木

村

萩

枝

思

い
出

の

ア

ル
バ

ム
囲

み

冬

ご

も

り

子

ら

遊

ぶ

肩

に
落

葉

の

ふ

り

か

か

り

桂
　
川
　
　
木
　
村
　
テ
イ
子

不

平

な

く

働

く

母

や

暖

炉

燃

ゆ

土

工

夫

に

雇

わ

れ

て

ゆ

く

頬

か

む

り

刈

り

終

え

ば

案

内

子

淋

し

く

残

り

け

り

―

阪
あ

＝
桂

川

　

伊

東

邦

子

凶

作

の
刈

田

に

し

の

つ
く

秋

の

雨

ふ

る

さ

と

へ
急

ぐ

夜

汽

車

も

枯

野

中

木

村
　
テ
イ
子

責

め

ら

れ

る

事

を

思

い

て
千

鳥

足

ア

ル

バ

ム
を

二

人

で

見

入

る
睦

し

さ

虹

指

せ
ば

母

に
ね

だ

り

し

乳

母

車

桂
　
川
　
　
木

村
　
テ
イ
子

今
日
も
ま
た
空
し
く
暮
れ
て
わ
が
家
の

窓
を
閉
じ
つ
つ
星
空
仰
ぐ

ト
タ
ン
屋
根
を
歩
く
雀
の
足
音
が

意
外
に
ひ
び
き
早
く
目
党
め
り

立
秋
も
い
く
日
か
過
ぎ
し
日
の
庭
に

干
す
イヽ
豆

照

陽

ろ

り

連載
人

生
泣

き

笑

い
―
―
―

相
内
・会
社
員

渡
辺
　
文
昭
四

こ
の
世
に
生
れ
て
、
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、

見
る
、
聞
く
。
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
が

「泣
く
事
」
と

「笑
う
事
」
に
関
連
し
て
い
る
と
思
う
。

「毎
日
々
を
笑
っ
て
く
ら
せ
た
ら
―
」
と
い
う
会

話
を
耳
に
す
る
。
こ
れ
は
人
間
離
れ
し
も
が
望
ん
で

い
る
こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
う
は
い
か
な
い
。

毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
庶
民
は

「笑
う
事
」
よ
り
も
む
し
ろ

「泣
く
事
」
の
方
が
多

い
と
思
う
。
し
か
し
、
人

と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
中
に

は
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど

「笑
い
」
と

「

泣
き
」
が
ひ
た
ん
で
い
る

と
思
う
の
だ
が
―
。

心

に

ゆ

と

り

を

も

と

う

相
内
・公
務
員

泰
良
　
孝
博
”

自
分
で
は
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
。
ま

た
、
や
た
ら
い
ら
い
ら
し
た
り
、
無
性
に
腹
だ
た
し

く
な
っ
た
り
す
る
の
は
ど
ん
な
と
き
か
。
　

．

こ
ん
な
と
き
こ
そ
心
が
さ
び
れ
、
ゆ
と
り
を
失
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ
か
。

で
も
私
は
、
い
つ
し
か
心
の
ゆ
と
り
を
求
め
音
楽
の

世
界
に
い
ま
し
た
。
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
、
眼

を
つ
む
り
心
を
振
わ
せ
る
、

一
番
楽
し
い
と
き
で
す
。

仕
事
も
大
切
で
す
。
し

か
し
も
っ
と
大
切
な
の
は
、

心
に
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ
か
。



③

母子家庭は無料「はるか荘」

県では、母子家庭に対してレクリェーション、休養な

どの便宜を与えるため青森県立母子休養ホーム「はるか

荘」を北津軽85●田町に建設しましたのでご利用下さ
い。

はるか荘を利用するときは、母子年金証書など母子家

庭であることが、わかるものを持つてきて下さ
い。

O申込みは、北津軽郡鶴田町字大沢「はるか荘」 ‐  1:

電話 (017322)3007           : ギ i
o商合せは、民生課福祉係へどうぞ。      |  :

|

警察の「住良コーナ■」をごぞんじで,||う か,
住民コーナーでは、金銭の貸借、土地

=層
等の生活問

題(交通問題tiさ らには暴力団員による技害tいやがら

せ等の暴力問題のはか:書療業務全般について要望、意

見あるいは苦情等の窓口となつて、みなさんの相談に応

じます

`日曜、祭日をのぞく毎日午前8時30分から午後4●ま1

でです。

●こまっていること。

●まよっていること。

●なやんでいること。     :・
がありましたら警察0「住民コーナーJへおいでくださ

い。あなたの身になって処理ι`たします。

金木警察署で電話を増設i :
鰈∝木0■⇒
娼駕H■こ ■
3局 3299番 が増設されました。

年賀状は12月 20日 までに
あて名・ 郵便番号 をハ ッキ リと

ことしも年賀状を書く時期になりました。

郵便局ではせつかく書いた年賀状が間違
いなく元旦に

届けるためにつぎのことに注意するよう
のぞんでおりま

す。

Oあて名をハッキリくわしく書く。郵使番号も忘れず

0郵便番号を書けば都道府県名は省略できる。

O友だちに出すときは、お父さんの名前 (肩書)も 書

く。

O自 分の郵便番号、住所、名前も忘れずに
ハッキリく

わ
二 :農Ll朗 団 赫 晨けサ 八 獅 まをに来

ストにいれる。20日 を過ぎると郵便局はたいへん混準し

ますので元旦配達がむずかしく

`り

ます。

O私製はがきで年賀状 を出すときは、表面に「年賀」_

と朱書してくださいoま た「市内」「県外」「その他」

にわけて出してください。 (村内各郵便局 )

月・火曜日は妊婦相談日

妊婦相談日は、妊婦 さんのためにつくられた相談日で

す。日頃悩んでいること、不安に思つていることなどの

相談におこたえしています。

妊婦さんだけでなく、定期の健康相談を利用できない

人や、相談のある方はぜひ活用しましょう。この日は、

保健婦が各地区にいますので、来所できない場合は、電

話相談 1こも応 じています。

気軽にダイヤルをまわしましょう。

I W盤 釦
昭和51年度の年末調整説明会は下記により開かれます。

◇と き H月 26日 午後1時30分
◇ところ 中里町中央公民館
◇対摯者 官公庁及び個人青色申告者以外の方 。々
1            (法 人と個人白色申告者)

0その他 個人青色申告者の説明会は12月 2日 、中里町
・ :´  中央公民館で開かれます。

テ|バ ンガスの安全な使用を

プロ

'1ン

ガスは、便利な燃料ですが、取扱いを間違う

と爆発、火災、酸素欠乏といつたおもわぬ惨事を引きお

こすおそれがあります。一人一人が注意をすれば、プ
ロ

バンガス事故のほとんどは防げます。

家庭でプロバンガスの使用が多くなる時期になります。

次のことに十分注意をしましょう。

①点火したら、必ず着火しているかどうかを確かめま

しょう。②嗽こばれや風による立ち消えに注意しましょ

う。③晨時間使用している部屋は、ときどき換気しまし

ょう。④元栓は、外出や就寝前には、必ずlpる ように

しましょう。③ゴム管は、ヒビ割れを目べて早めに取り

替えましょう。
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碑は脇元小学校を見おろす
ようにモヤ山の■に違って

中 長 桑 相 秋 小 若
居 利 野 川 元 山 山

曇季曇賀県1鯛 d記
誕
生

脇 中  柏 桂  相 東  静 十

元 里   川  内 京  岡 三

12月 1日 から戸籍謄本の交付請求のしかたが改

正されます。

改正の理由は、戸籍を不当に利用 して、他人の

プライバシーが侵害されることがないようにする
ためです。

今後、他人の戸籍や除籍の謄本を請求するとき
は、「請求の理由」 を具体的に示 していただくこ

とになります。もし、その請求が不当を目的によ
るものであるときは、これに応 じられないことに

なります。

また、戸籍の間覧はできなくなります。
なお、郵便で請求するときの手数料は必ず現金

書留か、郵便局の定額小為替で納めてくださぃ。
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